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ドイツ文学におけるノヴェレ理論の研究（1）
一その古典的解釈一
谷崎英　男
1．　はしがき
　トーマス・マンは1954年に書いたアメリカ版クライスト短篇選集の序文rハ
イソリツヒ’フオソ’クライストとその散文作品』（Heinrich　von　K1eist　und
seine　Erz身h1ungen）のなかで，次のようにいっている。
　　r分量の点からいうと，クライストの短篇小説（Novelle）は，正義感から
　発した放火謀殺g犯人『ミヒァエル・コールハース』（Michae1Koh1haas）
　という長い，非常に長い，ほとんど長篇（Roman）といえる短篇小説から，
　簡潔な逸話（Anekdote）に近い，妖怪物の『ロカルノの女乞食』（Das
　Bette1weib　von　Locamo）にいたるまで，いろいろある。」
ということは，マソのような実作家にとっても長篇小説と短篇小説の区別は，き
わめてあいまいであることを示している。もう1つの例をあげると，フリッツ・
ベットガー（Fritz　B6ttger）の編集したゲーテの『ノヴェレ集』（Nove1len）ω
のなかで，1番長い『50歳の男』（Der　Mam　von　f血nfzig　Jahren）は63頁を
占めているが，『危険な賭』（Die　ge跳r1iche　Wette）はわずか6頁を占めて
いるにすぎず，ほとんど笑話（Schwank）に近いものである。この意味におい
て，ヴァルター・パーブスト（Wa1ter　Pabst）がその著rノヴェレ理論とノヴ
ェレ文学』（Novel1entheorie　md　Nove11endichtmg）のなかでrノヴェレの
ロマンス語系文学の原形もなければ，ノヴェレー般というものは存在しない。
存在するのはただ複数のノヴェレだけである。」（Es　gibt　weder　die，romani－
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sche　Urform‘der　Nove1le　noch，d1e　Nove1le‘uberhaupt．Es　g1bt　nuエ・
Nove11肌）と，その結論を綜括しているのは，首肯しうるところである。
　ノヴェレ（Novelle）は通例独和辞典では「短篇小説」と訳されているが，
かならずしも日本でいう短篇小謝こあてはまらず，｛到　ドイツ文学では1個の文
学的ジャンル概念として，独自の意味と歴史をもっている。標題において
rNove11entheorie」をr短篤小説理論」とせずrノヴェレ理論」というある意
味では耳ざわりな訳語を用いたのも，そのためであ孔本稿の目的はノヴェレ
という言葉を，文学上のジャンルを表わす概念として初めて用いたヴィーラソ
ト以来，ノヴェレという言葉がどのように解釈されてきたかを，原典｛3〕に即し
て考察することである。
　ポソ大学の教授であったベソノ・フォソ・ヴィーゼ（BemovonWiese）は，ジ
ャンルとしてのノヴェレは「流動的な不明確さ」（血1eBende　Unbestmmthe1t）
のなかにあり，他の物語形態と区別することは，ほとんど不可能であり，ノヴェ
レの特色ば何よりもまずrある1つの事件への限定」（Beschr独mgaufeme
Begebenheit）にあり，それ以上の細目を決める試みは，ただちに困難につき
あたるといっている。ωかくしてスイスの文芸学者ベノレンハルト・フォン・ア
ルクス（Bemhard　v．Arx）のように，ノヴェレのジャンル規定を拒否Lて，
手短かにノヴェレをr中くらいの長さの物語」（Erz砒1mg　mittlerer　L乞nge）
である，と考える人も出てくるのであろうが，一5】これでは童話との隈界を引く
ことが不可能になるというのが，ヴィーゼの見解であ乱このような見地に立
ってみるならぼ，ノヴェレというものを，作家や文芸学老がどのように考えて
きたかを，原典に基づいて吟味することは，大いに意義のあることであると思
われる。ノヴェレを「短篇小説」と訳さずに，ノヴェレという原語をそのまま
用いたゆえんも，そこにあるのである。
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2．　ヴィーラントとノヴェレ
　前述のように，ノヴェレを文学上のジャソルを表わす概念として最初に用い
たのは，ヴィーラソト（C．M．Wiel㎜d）（1733－1813）である。彼は1764年に
出版した『ドソ・キホーテ』の模傲作『ドソ・ズィルヴィオ・フォソ・ロザル
ヴァの冒険』（Die　Abenteuer　des　Don　Sylvio　von　Rosalva）のなかで，は
じめてノヴェレという言葉を使用し，1772年の第2版で，次のようた説明的な
注釈を加えている。
　　rノヴェレというのは，主として筋の単純さや，物語の範囲のせまさによ
　って，大きな長篇小説から区別されるか，あるいは後老に対して，大悲劇や
　大喜劇に対する小演劇に類する関係にあるような物語の種類のことである。」
　（Nove11en　werden　vorzOg1ich　eine　Art∀onErz独1mgengenannt，we1che
　sichマon　den　groBen　Romanen　durch　die　Simplicit乞t　des　P1ans　md
　den　klemen　Umfang　der　Fabe1mtersche1den，oder　s1ch　zu　dense1ben
　∀erhalten　w1e　d1e　klehen　Schausp1ele　zu　den　groBen　Trag嗣1e　und
　Kom舶ie．）
　そしてスペインやイタリアには，この種のノヴヱレがたくさんあることを述
べ，代表的作家として，セルバソテスとボッカチオの名前をあげている。さら
にフラソスでも，ゴメス㈹やヴィルデュー刊などの女流作家以来，人気を博す
るようになったことをつげ加えている。
　ヴィーラントがもう1個所ノヴニレについて述べているのは，1804年に単独
で公げにしたr題名のないノヴェレ』（Die　N0Ye11e　o1me　Tite1）への序言の
なかであるが，これは1805年に刊行された『ローゼソハイソの六日物語』（Das
Hexameron　von　Rosenhain）のなかに，一緒におさめられた。ヴィーラソト
はこのなかで，会合の席で談話の割り当てをうけたM氏（Herr　M）の言葉に
託して，ノヴェレについて，次のようにいってい私
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　737
126
　　「ノヴェレには，次のような前提が必要である。すなわち，ノヴェレがペ
　ノレシャ人の魔鬼の国や，ベソブローク伯爵夫人の理想郷や，㈲リュッサ：■値〕の
描いた令嬢たちのテッサリアや，rクレリー』ωの女流作家の愛の国のなかや，
　そのほかの理想郷や，ユートピアではなく，万事が自然で，無理のない形で
進行する現実の世界で行われることである。しかもその事件は，目常茶飯事
　の出来事ではないが，同じ情況のもとで，毎目いたるところで起る可能性の
　あるものでなければならない。それゆえに，ノヴェレからは（たとえ，ほか
　のものがすべて同じだったとしても）ハッピー・エンドに終ったり，気のき
　いた作りごとがあったり，生き生きと物語られる童話からくみ取ることので
　きるのと，同じ程度の魅惑と楽しみを，聞き手に与えることができるという
　ことを，期待することはできない。」（Bey　einer　Nove11e，sagte　er（＝Herr
　1M．），werde　vorausgesetzt，daB　sie　sich　weder　im　Dschimistan　der
　Perser，noch　im　Arkadien　der　Gr舶n　Pembroke，mch　im　Thessa1ien
　der　Fr乞u1ein　Y0n　Lussan，noch　im　Pais　du　Tendre　der　Verfasserin　der
　Clelia，noch　in　einem　andern　idea1istischen　oder　utopischen　Lande，
sondem　in　unserer　wirk1ichen　Welt　begeben　habe，wo　a11es　na舖r1ich
　md　begre1血1ch　zugeht，und　dle　Begebenheit　zwar　n1cht　al1tag11ch　s1nd，
　aber　sich　doch，unter　dense1ben　Umstanden，a11e　Tage　a11enthalben
　zutragen　k6nnten．Es　sey　also　von　einer　Novel1e　nicht　zu　erwarten，
　da」1l　sie　〔wenn　auch　alles廿brige　gleich　w身re〕den　Zlih6rem　eben
dense1ben　Grad▽on　Amuthung　md　Vergn廿gen　gew独ren　k6mte，
　den　m…㎜aus　g1廿ck1ich　gefmdenen　oder　simreich　erfundenen　md
　1ebhaft　erz註hlten　M直rchen　zu　schδpfen　p丘ege．）
　さて以上のヴィーラ：■トの言葉を解釈するならば，彼がノヴェレというもの
を，一方では，筋の単純さや物語の範囲のせまさによって，長篇小説から区別
し，他方では事件が現実の世界で行われることを前提として，童話から区別し
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ていることは明らかである。
3．　ゲーテとノヴェレ
　ゲーテがドイツにおけるノヴェレ文学の出発点であることは，争う余地のな
い事実である。それだげに，ゲーテがノヴェレという表現をごくまれにしか用
いておらず，ジャンルとしてのノヴェレに・ついて，その考えをごく僅かしか述べ
ていないということは，驚くべきことである。しかしながら，ゲーテのノヴェレ
についての理論的な発言が少ないとしても，ゲーテ自身のノヴェレ文学は，広
範囲に渡っていて，ωボッカチオの『十日物語』にみられるような，杜交界的な
ジャンル（9esel1schaftliche　Gattmg）としてのノヴェレというヨーロッバ的
な伝統の下に立っている。1775年に初めてシラーの雑誌『ホーレソ』（Horen）
のなかで発表された『避難ドイツ人たちのまどい』（Unterhaltungendeutscher
Ausgewanderten）は，その代表的なものであって，『十日物語』がペストに
よっておびやかされた時代の10人の談話の形式を取っているように，フラソス
革命によって引き起された時代の危機を背景として，男爵夫人をかこむ亡命ド
イツ人たちの会話のシリーズの形を取っている。この『避難ドイツ人たちのま
どい』のなかではrノヴェレ」という言葉はどこにも用いられていないが，こ
の作品はフォソ・ヴィーゼによれば，「ノヴェレ的物語のための宝庫」（eine
Fundgrubefurdasnove111st1scheErz独1en）である。⑫
　まず強調されるのは「斬新さの魅力」（Reiz　der　Neuheit）である。散歩か
らもどった牧師（der　Geist1iche）は，男爵夫人（Baronesse）とその娘ルイ
ーゼ（Luise）との会話のなかで，次のようにいっている。
　　「事件に魅力を与えるものは何でしょうか。事件がもつ重要性でもなけれ
　ぼ，それがもつ影響力でもなく，事件の新しさなのです。新しいものだけが，
　一般に重要であるように思われます。なぜなら，それはなんの関連もなしに
　驚きをよび起L，わたしたちの想像力をしばらく働かせ，感情に軽くふれる
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だげで，思考力を落ちつかせます。人間はだれでも，自分自身を少しもふり
かえることなしに，新しいすべてのものに，生き生きした関心をよせること
ができるのです。」（Was　gibt　einer　Begebenheit　den　Reiz？Nicht　ihre
Wichtigkeit，nicht　der　Eini㎜，den　sie　hat，sondemdieNe血eit．Nur
das　Neue　scheint　gewδhnlich　wichtig，weil　es　ohne　Zusammenhang
Vemunderu㎎erregt　und　msere　Einbi1dmgskraft　einen　Augenblick
iエ1Bewegmg　setzt，unser　Ge舳1nur　leicht　be舳rt　md　msem
Verstand　vδ11ig　in　R砒e1aBt．Jeder　Mensch　kam　ohne　die　mindeste
　ROckkehr　auf　sich　se1bst　an　a11em，was　neu　ist，1ebhaften　Antei1
nehmeI1．）
　さらにこれと関連して，指摘されるのは，ゲーテがr気晴らし」（Zerstremg）
という言葉で呼んでいる物語作老の一定の意図であ私牧師は続けてつぎのよ
うにいっている。
　　「そうです，新奇なことが連続すれば，1つのものから，他の物へと，つぎ
つぎにいつも心が奪われるので，大衆にとっては，永遠の気晴らLをもたら
すこのような動機と，わるだくみや小気味よく思う気持を，快適でたえず新
奇な方法で，ぶちまけるこのような機会ほど，このましいものはありえない
のです。」（Ja，da　e1neFolgevonNeulgke1tenmmervonemem　Gegen－
stand　zum　andemfortre1Bt，so　kam　der駆oBenMlassemchtswmko皿一
　mener　sein　a1s　ein　so1cher　AnlaB　zur　ewigen　Zerstreumg　md　eine
so1che　Ge1ege㎞e1t，Tucke　md　Schadenfreude　auf　eme　bequeme　md
immer　sich　emeuemde　Weise　auszulassen．）
　しかしながらr斬新さの動機」（das　Moment　der　Neuheit）とr作者の意
図」（die　Intention　des　Erz独1ers）のなかにのみ，魅力が存在する訳ではな
い。それが物語られる方法，いかに（Wie）新奇なものがわれわれに作用する
かによっても，影響されるのであ乱この点について牧師は次のように説いて
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いる。
　　「世問でもち回ったり，ひそかに話しあったりする多くの私的な話（本当
　のものでも，うそのものでも）のなかには，斬新さの魅力よりも，もっと純
粋ですばらしい魅力をもっているものもあり，気のきいた転回によって常に
私たちを楽しませるものもあり，私たちに人間の本性と，そのかくれた内面
性を一瞬間，開いてくれるものもあり，さらにはまた，奇妙な荒唐無稽によ
　って，興味を起させるものもあります。
　　日常生活において，わたしたちの注意をひいたり，瑚笑をさそうものは数
　多くありますし，またそれらがあつかったり，物語ったりする人問と同じよ
　うに，平凡なものも数多くありますが，それらのなかから私は，なんらかの
　性格だげをもっているように思われるもの，私の知性や感情に触れたり，ま
　たそれらを働かせるもの，また，もう一度考えなおしてみると，純粋で落ち
ついた陽気な瞬間を私に与えてくれるものを，集めました。」（Unter　den
vie1en　Privatgeschichten，waユ1ren　und　fa1schen，mit　denen　man　sich　im
　Pub1ikum　tragt，die　man　slch　msgehem　e1nander　erzah1t，g1bt　es
　manche，砒e　noch　einen　reineren，schδnem　Reiz　haben　a1s　den　Reiz
der　Neuheit，manche，die　durch　eine　geistreiche　Wendmg　ms　immer
　zu　erheitern　Anspruch　machen，manche，die　uns　die　mensch1iche　Natur
　und　ihre　mneren▽erborgenhelt　auf　emen　Augenb11ck　ero肚nen，andere
　w1eder，deren　sonderbare　A1bemhe1ten　uns　ergetzen　Aus　der　groBen
Menge，die　m　gememen　Leben　unsere　Aufmerksamke1t　md　msere
Boshe1t　beschaft1gen　md　die　ebenso　gemem　smd創s枇e　Menschen，
　denen　sie　begegnen　oder　sie　erz乞h1en，11abe　ich　diejenigen　gesammelt，
　die　mir　nur　irgendeinen　Charakter　zu　haben　schienen，die　meinen
Verstand，die　mein　Gemiit　be血hれen　md　besch邑ftigten　md　die　mir，
　wenn　ich　wieder　daran　dachte，einen　Augenblick　reiner　und　mhiger
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　Heiterkeit　gew砒rten．）
　この点については，フォン・ヴィーゼの要約がきわめて的をえていると思わ
れるので，次にそれをあげよう。胸
　まず第1にr気のきいた転回」（9eistreiche　Wendmg）をもった物語とい
うことが述べられているが，これはノヴェレにおける着眼点，やま（das
Pointierende）を強調したものである。第2に「私たちに人間の本性と，その
かくれた内面性を一瞬間開いてくれる」（uns　die　mensch1iche　Naturmd
ihre　mneren　Verborgenhe1ten　auf　emen　Augenb11ck　ero血nen）物語といわ
れているが，これはノヴェレにおける心理学的なもの（das　Psycho1ogische）
に道を開いているもので，この面は19世紀になって大いにその花を開いたので
ある。第3に，「奇妙な荒唐無稽によって，興味を起させる」（s㎝derbare
A1bemheiten　uns　ergetzen）物語といわれているが，これは笑話的ユーモァ
（dasschwankhaft　Hmoristische）への接近を意味している。第4に，rある
性格をもっているように思われるもの，知性や感情に触れたり，またそれらを
働かせるもの，また純粋で落ちついた陽気な瞬間を与えてくれる」（einen
Charakter　zu　haben　schienen，die　meinen　Verstand，die　mein　Gem肚
ber刮1rten　und　besch証tigen　und　die　mir　einen　Augenb1ick　reiner　und
ruh1ger　He1terkeit　gewahrten）物語による日常生活からの向上が述べられて
いるが，ここで問題になっているのは「教訓話」（mora1ische　Erz独ung）で
ある。教訓話については，牧師は『弁護士』（Der　Prokurator）を話し終えた
あとで，次のようにもいっている。
　　r人間には，よりよい物を確信して，みずから欲勤こ反Lた行動をする力
　が内部にあることを示す物語だけが，教訓的だと呼ぶにふさわしいのです。」
　（Nur　diejenige　Erz独1ung　verdient　mora1isch　genamt　zu　werden，die
　uns　zeigt，d出der　Mensch　in　sich　eine　Kraft　habe，aus血〕erzeugmg
　eines　Bessem　se1bst　gegen　seine　Neigung　zu　hande1n．）
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　しかしながら，このような教訓話の要素は後期のゲーテの考えには，次第に
姿を消している。
　さらにr避難ドイツ人たちのまどい』を最後を飾るr童話』（Das　M乞rchen）
に関連して，ヵ一ル（Kar1）は牧師に向って述べ，ノヴェレを童話とはっきり
対立させている。
　　「『わたしたちに何か童話を話していただけませんか』とカールは老人（＝
　牧師）に向って云った。『想像力というものは，すばらしい能力です，ただ
　わたLは，本当に起ったことを想像力が加工しようとするのは，好みません。
　想像力が作り出す軽やかな諸形姿は，独自なジャソルの存在としては，わた
　したちにとって願わしいものです。しかし事実と結びつくと，想像力はおお
　かた怪物だけを作り出し，そうなると私には，通例知性や理性と矛盾するよ
　うに思われます。』」（”Wissen　Sie　nicht“，sagte　Kar1zum　Alten，，，ms
　1rgendem　Marchen　zu　erz独1enP　D1e　E1nb11dungskraft1st　em　schones
　Verm6gen，nur　mag　ich　nicht　gem，wenn　sie　das，was　wirk1ich
　geschehen　ist，verarbeiten　wil1．Die1uftigen　Gesta1ten，die　sie　erscha二庁t，
sind　uns　als　Wesen　einer　eigenen　Gattung　sehr　wi11kommen；ver－
bmden　m1t　der　Wahrhe1t　brmgt　S1e　me1st　mur　Ungeheuer　hervor
　md　scheint　mir　a1s　danI1gewdhnlich　mit　dem　Verstand　md　der
Vemmft　im　Widerspruche　zu　stehen．“）
　かくして最後に，かの有名なエッヵ一マソ（J．P．Eckermann）のrゲーテ
との対話』（Gespr乞che　mit　Goethe）のなかのノヴェレの定義に至るのである。
（1827年1月25日の項）
　　rそれからこのノヴェレにどんな題をつげたらいいか，ということが話題
　になった。わたしたちはいくつかの提案をしてみたが，あるものは初めの方
　にぴったりだし，あるものは終りの方にぴったりというわげで全体にふさわ
　しく，そのものずばりの題は見付からなかった，『どうだね』とゲーテはい
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　った，『われわれは；これに《ノヴェレ》という題をつけよう。ノヴェレとい
　うのは，生起した例のない事件のことにほかならないからだ。これが本来の
概念だ。ドイツでノヴェレというタイトルのもとで通用している多くのもの
　は，まったくノヴェレなどではなく，ただの物語か，どう呼んでもいいよう
　なものなのだ。例のない出来事という本来の意味からみると，《親和力》に
　もノヴェレが現われてくるよ』」（Es　kam　sodam　zur　Sprache，we1chen
　Tite1man　der　Nove11e　geben　so11e；wir　taten　manche　Vorsch崎ge，
　einige　wa二ren　gut　f廿r　den　Anfang，andere　gut揃r　das　Ende，doch　fand
sich　keiner，der　fur　das　Ganze　passend　md　also　der　rechte　gewesen
ware．”Wissen　Sie　was“，sagte　Goethe，”wir　wo11en　es　die　Nove1le
　nemen；denn　was　ist　eine　No∀el1e　anders　a1s　eine　sich　ereignete
　unerhorte　Begebenhe1t　D1es1st　der　e1gentl1che　Begr1任，und　so　v1e1es，
　was　in　Deutsch1and　unter　dem　Titel　No∀elle　geht，ist　gar　keine
Nove11e，sondem　bloB　Erzah1mg　oderwasSiesonst　wo11en．In　jenem
　皿sp血ng1ichen　Sinne　einer　unerh6rten　Begebenheit　kommt　auch　die
Nove11e　in　den　W出1ve㎜andtschaften　vor．“）
　さて以上のようなゲーテの言葉を解釈して，フォン・ヴィーゼはいくつかの
特徴を列挙しているが，第1の特徴は「人物や事物に対する事件の優位」
αorrang　des　Ereignisses　vor　den　Personen　und　den　Dingen）である。
このことはエッカーマンに述べたゲーテ自身の定義からでも明らかである。次
に第2の特徴としてあげられるのは，前述したようなノヴェレの杜交界的性格
（gese11schaft1icher　Charakter）である。ゲーテは1795年12月17日のシラーあ
ての手紙のなかで，セルバソテスのノヴェレをほめそやし，ノヴェレの杜交界
的性格についてポッカチオとセルバソテスと見解を共にしていることを述べて
いる。またゲーテが独立した作品として発表したものは『ノヴェレ』（Novel1e）
（1928年）ただ1つであって，ほかのノヴェレはすべて『避難ドイツ人たちのま
　74三
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どい』，『詩と真実』（D1chtmg　md　Wahrhe1t），『親和力』（Wahlvemandts・
chaften），『ヴィルヘルム・マイスターの遍歴時代』（Wi1he1n1Meisters
Wanderjahre）のなかに，組み入れられていることでも明らかである。
　第3の特徴としてあげられるのは，「材料」（Sto丘）すなわち「何が」（was）
ばかりでなく，「形式」（Fom）すたわち「いかに」（wie）物語られるかとい
うことも，決定的な役割を演じているということで，この点は前述のフォ：■・
ヴィーゼの見解で十分つきているであろ㌔さらにゲーテが第4の特徴として
指摘しているのは，童話との厳然とした区別である。これはロマン派の作家た
ちがrノヴェレ的童話」（Nove11enm直rchen）あるいはr童話的ノヴェレ」
（M着rchennove1le）を好んだことに対する反嬢であって，ゲーテは想像力と真
実を混同すれば「知性と理性と矛盾する怪物」が生れるだけだとしているので
ある。
4．　ま　と　め
　ここでノヴェレの古典的形態をまとめることになるが，その前にノヴェレの
語源についていささか触れておくのが適当である。Nove1leの根源はラテン語
のnovus（≡neu）の縮小形であるnove11us（呂neu，jung）にさかのぽり，
すでに古代の法律語としてラテソ語のnove11a（1εx）（新法）が専門語として，
新しく作られたばかりの法律に対する名称として用いられた。その後18世紀に
至ってr修正ないし補充の追加法令」（ab釦demdesodererg童nzendes
Nachtragsgesetz）の意味で用いられるようにたり，今日でもこの意味で用い
られている。ω
　一方これとは別に古プロヴァンス語の「novela」（12世紀）にまでさかのぽ
るイタリア語の「nOve11a」（「新しい出来事」を意味する）が文学上のジャソル
の名称に用いられるようになり，範囲のせまい，異常でr新奇な」出来事を伝
える散文の物語を意味するようになったのである。スペイン語のnOVe1a，フラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ45
　134
ソス語のnOuVelleも同根であることはいうまでもない。
　独立したジャ：■ルとしてノヴェレが生れたのは，イタリアのルネッサソス初
期の時代（その頂点に立つのが，ボヅカチオの『十日物語』（Decamerone）で
ある）とされている。しかしながらドイツでrノヴェレ」という言葉が登場し
たのは，ずっと後になってからである。たいていは「ヒストーリェ」（HiStOrie）
（物語），あるいはrノイェ・ファーベル」（neue　Fabe1）（新しい物語）という
言葉で書きかえられている。この頃の時代に出版された辞典類によると，ノヴ
ェレという言葉は，1760年頃からやっと徐々に，その地位を獲得しはじめてい
る。1771年から73年にかげて出版されたズルツァー（Suレer）の『芸術一般理
論』（A11gemei皿e　Theorie　der　Schδnen　K立nste）のなかには，まだ特別な
項目はでていない。1792年の増補第2版からは，イタリアのノヴェレを呼ぶの
に，この言葉が用いられており，その後1796年のブランケソブルク（B1anken－
burg）の補遺のなかでは，「フラソス人の物語の様式」と注釈されている。し
かしレッスィソグ（Lessi工1g）は，1751年にセルバンテスの『模範小説集』
（Nove1as　ejemplares）というタイトルを『Die　beispie1haften　Novel1en』と
訳すべきを，誤ってr新しい模範』（Neue　Beispie1e）と訳している。かくし
てノヴェレを文学上のジャソルを表わす概念として，最初に用いたヴィーラソ
トに至る訳であるが，ここでクソツに従って，ノヴェレの理念型（Idea1typus
derNove11e）ともいうべきものを明確に取り出してまとめてみよう。㈲
　クソツがノヴェレのイデアールテユープスの特性（WesenszOge）として，
あげている4点はつぎの通りである。
　まず第1にあげられるのは「斬新さの動機」（das　Moment　der　Neuheit）
である。この点はノヴェレの語源および前記の『避難ドイツ人たちのまどい』
におげる牧師の言葉からも，全く首肯せざるをえない。
　第2番目の特性としてあげられるのは，とりわげ童話と対比して，「この現
世において，現在起る事件」（was　im　Hier　md　Jetzt　sich　ereignet）とい
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うことである。このこともr魔鬼の国や，愛の国や，理想郷」ではなく，r現
実の世界」で行われることが前提である，というヴィーラソトの言葉や，想像
力による怪物を排したゲーテの言葉から，十分うなずける点である。
　第3の特性としてあげられているのは，ノヴェレ文学の源初的な形態として
重要な「杜交界的な物語情況」（gese11schaft11che　Erz独1s1tuatm）である。
この点は特にボッカチオの『十目物語』に結びつけて指摘される点である。
　第4にあげられるのは，前述したようにゲーテがr気晴らし」（Zerstreung）
という言葉で呼んでいる作老の一定の意図（bestimmte　Intention　des　Er－
z身h1ers）である。この点も全く反対の余地ない点であって，ゲーテ自身の言葉
を借りれば，「大衆にとっては，永遠の気晴らしをもたらすこのような動機ほ
どこのましいものはありえない」のである。
　以上の4点が，クソツがノヴェレのイデアールテユープスとしてあげている
ものである。ところがr斬新さの魅力」を説いた同じゲーテが，やはり牧師の
言葉を借りて，これを訂正するような発言をしていることが，注目されなけれ
ぼならない。それは前述したように，「物語のなかには，斬新さの魅力よりも，
もっと純粋ですばらしい魅力をもっているものもあり，気のきいた転回によっ
て常に私たちを楽しませるものもあり，私たちに人間の本性と，そのかくれた
内面性を一瞬間，開いてくれるものもあり，さらにはまた，奇妙な荒唐無稽に
よって，興味を起させるものもあります」と述べている点である。これでもっ
てノヴェレは「斬新さの魅力」という単なる形式的なものを越えて，1個の文学
的ジャソルとしての権威を確立しようとして，さまざまな論議を引き起Lて行
くのであ孔ノヴェレの理論が特に決定的な刺激を受げて発展したのは，ロマ
ソ派の作家や批評家たち，なかんずくシュレーゲル兄弟（B血derSch1ege1）
とティーク（Ludwig　Tieck）によってであった。
　次回にはノヴェレ理論とロマンティカーたちとの関係について考察して行き
たいと思う。
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注（1）Frit2B6ttger：Goethes　Nove1len（Ver1ag　der　Nation，Ber1in）
　（2）筆老はNOvelleは現在ではフラソス語のnOuve11eと同じく，「中篇小説」と
　　訳すぺきであると考え，その見解を明らかにした。『ドイツ文学における叙事文
　　学の諸形態（続）』（『早稲田商学』252号50年12月発行）参照。
　（3）主としてJoseph　Kunz：Nove11e（Wege　der　Forschmg叢書）によ札
　（4）Bem0T0n　Wiese1Die　deutsche　Nove1le　von　Goethe　bis　K㎡ka　Band　I・
　（5）　Bernhafd　von　Aエx：N0Ye1listisches　Dasein・
　（6〕通称マダム・ドウ・ゴメス（Mme　de　Gomez）（1684－1770）フラソスの女流
　　作家o旧性マグドレーヌ・アソジェリック・ポアッソソであるが，スペイソ人と
　　結婚Lたため，こう称Lた。
　（7）マダム・デジャルダソともいう。（1623－1683）フラソスの女流作家。
　（8）イギリスの詩人サー・フィリヅプ・スィドニー（Sir　Philip　Sidney）（1554－
　　1586）の作品『ペソプローク伯爵夫人のアルカディァ』（ColmtessofPembroke’s
　　Arcadia）をいう。この本は1638年にオーピヅツによって独訳された。
　（9〕マルゲリート・ドゥ・リュッサソ（I682－1758）フラソスの歴史小説家。
　⑩　フラソスの女流作家スキュデリ嬢（工607－1701）の作品『クレリー』（C161ie）を
　　いう。この本は1664年岳こ独訳されている。
　⑪　拙稿『ゲーテのノヴェレ』（『早稲田商学』226号46年12月発行）。
　⑫B㎝no　von　Wiese：前掲書。
　⑬　同上。
　⑭Duden：Herkunftsw6rterbuchおよびBemo　von　Wiese：Novel1e（Sam－
　　mlung　Metzler）による。
　贈　理念型（または理想型，イデアールテユープス）というのはマヅクス・ヴ呈一
　　パーが杜会科学の研究において用いた方法論的概念で，ヴェーバーによると，経
　　験的に与えられる現実態は無隈に多種多様であるから，これを杜会科学的に認識
　　しようとする場合には，どうLても研究者が自己の関心をもつ一定の観点にもと
　　づき，これに関係ある側面だげを，思考によって抽象し，そこにまとまった1つ
　　の意味をもつ思想像をつくり，この思想像を用いて現実態の理解をすすめて行く
　　ほか仕方がない。このようにして作られた思想像がイデアールテユープスである。
　　自然科学の研究で用いられる諸概念が現実態の一般的法則的な側面を抽象して，
　　作られるのに対して，イデアールテユーブスは現実態の個性的な側面を純粋に表
　　明するために，作られるのが特徴である。
748
